
ﾁｬｰﾄ式成年後見法
選任 代理権範囲 追加手続

同意権・取消権の
範囲

追加手続
自己決定権
の尊重

1

要件　　　　　　　　 精神上の障害により本人の事理を弁識する能力が不十分な状況にあるとき 任意後見監督人欠格事由
任意後見監督人選任請求権者　　本人，配偶者，４親等内の親族又は任意後見受任者 任意後見受任者又は任意後見人の配偶者，直系血族及び兄弟姉妹
能力判定 不要

2

要件　　　　　　　　精神上の障害に因り事理を弁識する能力が不十分なる者 取消権者　本人・補助人
開始請求権者　　 本人，配偶者，４親等内の親族，後見人，後見監督人，保佐人，保佐監督人、検察官、市町村長（65歳以上・知的障害者・精神障害者）{任意後見時：職権、任意後見受任者，任意後見人又は任意後見監督}
能力判定 不要

yes

3

no

要件　　　　　　　　精神上の障害に因り事理を弁識する能力が著しく不十分なる者 取消権者　本人・保佐人
開始請求権者　　 本人，配偶者，４親等内の親族，後見人，後見監督人，補助人，補助監督人、検察官、市町村長（65歳以上・知的障害者・精神障害者）{任意後見時：職権、任意後見受任者，任意後見人又は任意後見監督}
能力判定 必要

4

要件　　　　　　　　精神上の障害に因り事理を弁識する能力を欠く常況に在る者 取消権者　本人・後見人
開始請求権者　　 本人，配偶者，４親等内の親族，未成年後見人，未成年後見監督人，保佐人，保佐監督人，補助人，補助監督人、検察官、市町村長（65歳以上・知的障害者・精神障害者）
能力判定 必要 {任意後見時：職権、任意後見受任者，任意後見人又は任意後見監督}

民法第12条１項
１ 元本を領収し又は之を利用すること ６ 相続の承認若しくは放棄又は遺産の分割を為すこと
２ 借財又は保証を為すこと ７ 贈与若くは遺贈を拒絶し又は負担付の贈与若くは遺贈を受諾すること
３ 不動産其他重要なる財産に関する権利の得喪を目的とする行為を為すこと ８ 新築，改築，増築又は大修繕を為すこと
４ 訴訟行為を為すこと ９ 第602条に定めたる期間を超ゆる賃貸借を為すこと
５ 贈与，和解又は仲裁契約を為すこと

1999.09.11 司法書士　清水事務所
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私はぼけた後の事が心配に
なる事がある

私は元気！何でも
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同意見付与
の審判必要

後見監督人
の選任必要
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一部

最小

小

小
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代理権付与
の審判必要

特定法律行為
特定法律行為
（民法１２条１項
各号行為の一部）

民法１２条１項
各号所定の行為

民法１２条１項
各号所定の行為

日常生活に関す
る行為以外の行
為

特定法律行為
代理権付与
の審判必要

財産に関するすべ
ての法律行為


